
「日本の伝統・文化理解教育」の推進状況について 
 

 
 

平成１９年度 学校設定教科・科目「日本の伝統・文化」で実施している学校（２６校２８課程） 

№ 学校名 課程
講座

数 
科目名 主な学習の内容 

1 一橋高等学校 定 1 伝統工芸実践 
木目込み人形づくりを通して日本の伝統工芸の基礎を

教え、日本の伝統・文化の一端を理解させる。 

2 三宅高等学校 全 2 三宅島造形素材演習 
三宅島における野外学習（素材採集等）や三宅島の自

然素材を活用した制作活動等を行う。 

3 晴海総合高等学校 全 7 日本文化、邦楽、郷土芸能等 
我が国の伝統的な文化に触れさせ、日本文化の特質に

ついて認識と理解を深めさせる。 

4 つばさ総合高等学校 全 1 日本の伝統・文化 
華道・茶道の稽古を通じて日本の伝統・文化を学ばせ

る。 

飛鳥高等学校 全 5 日本の伝統・文化Ⅰ～Ⅳ 
茶道・華道・箏・伝統工芸（染色、木工、鍛金）を通して、

日本の伝統・文化を学ぶ。 
5 

飛鳥高等学校 定 2 日本文化Ⅰ（華道）、日本文化Ⅱ（茶道） 華道、茶道を通じて、日本の伝統・文化に触れさせる。 

6 秋留台高等学校 全 1 表現活動 和太鼓の演奏を通じて、自分を表現する体験をさせる。

7 杉並高等学校 定 3 将棋、茶道、華道 
将棋の歴史、基本的な技能、対局の実践。茶道・華道の

歴史、基本的な作法や技能における理論と実習を行う。

8 六本木高等学校 定 1 日本舞踊 
日本舞踊の基礎（立ち居振る舞い・着付け・舞扇を用い

た個別及び集団舞踊）について学ばせる。 

9 忍岡高等学校 全 8 日本舞踊、将棋等 
日本舞踊、将棋、茶道、華道、おことⅠ・おことⅡ、和太

鼓、朗読に関する学習を行う。 

10 田園調布高等学校 全 1 日本の伝統・文化 
茶道（前期）、筝曲（後期）により日本の伝統・文化を理

解させる。 

11 中央ろう学校（高） － 1 日本の伝統・文化 
茶道、手話狂言を通して、伝統・文化について学ぶ。ま

た、講師とのふれあいを通して自己の生き方を考えさせ

る。 

12 足立東高等学校 全 5 茶道、陶芸、囲碁、和太鼓等 
実技体験を通して日本の伝統文化に対する歴史や技術

を学び、理解を深めさせる。 

13 上水高等学校 全 12 演劇、朗読、武道等 
さまざまな表現の形態、技法を学ぶ中で日本の伝統・文

化について考えさせる。 

北豊島工業高等学校 全 1 設計類型実習 きさげ加工（金属加工）の紹介と技能を習得させる。 

14
北豊島工業高等学校 定 1 匠の技 

「ものづくり」教育に関する発展学習として「からくり人

形」、「きさげ」について学ばせる。 

15 杉並総合高等学校 全 4 邦楽、日本舞踊、茶道、華道 
伝統・文化を学びながらその成り立ちを理解すると共に

日本文化を紹介できるような能力を身に付けさせる。 

16 調布北高等学校 全 2 江戸の遊び・くらし、生活の中の書 
江戸のアニメーションの再現上演、染の伝統の活用、仮

名や日本の書の伝統について学ばせる。 

17 若葉総合高等学校 全 12 茶道、伝統音楽、伝統工芸等 
茶道の成立ちや実技、箏と三味線、陶芸や日本文化の

再発見、代表的な日本史史料講読等を行う。 

18 美原高等学校 全 4 
弓道、実用書道、日本文化入門、和

太鼓 

弓道、書道、華道・茶道・棋道、和太鼓を選択して学ぶこ

とにより日本の伝統・文化にふれさせる。 

19 国際高等学校 全 4 日本文化、日本の伝統芸能等 衣・食・住、舞と謡い、伝統音楽、陶芸等を学ばせる。 

20 桐ヶ丘高等学校 定 1 暮らしとマナ－ 
茶道・華道、着付け、風呂敷の使い方、手紙の書き方等

から、礼儀やマナー、身だしなみ等を身に付けさせる。 

21 大森高等学校 定 1 国際都市東京 大田区の地場産業の歴史と現状等について学ばせる。

22 深沢高等学校 全 1 日本の伝統・文化 
茶室を活用した礼法・着付・茶道・和太鼓、生け花、墨絵

等について学ばせる。 

23 浅草高等学校 定 1 落語研究 
落語を通して江戸時代から伝わる伝統文化を学ぶ。プロ

の落語家による実演･解説・実習を行う。 

24 第五商業高等学校 全 1 体育・弓道 
弓道の理論、実技、礼法等を通して日本の伝統・文化を

学ばせる。 

25 八丈高等学校 全 2 郷土文化実習、海洋文化 
郷土芸術「黄八丈」の学習等により郷土を愛する心及び

伝統について学ばせる。 

26 蒲田高等学校 全 1 日本の伝統・文化 
現役落語家等の指導のもと日本の伝統・文化、芸能に

積極的に取り組ませ、礼儀・マナーを身に付けさせる。 

 

 

 Ｂ 

平成１９年度の重点事業  

事  項 都立学校への支援 小・中学校への支援 

１ 都立学校「日本の
伝統・文化」開設
校への支援事業 

都立学校における学校設定教科・科目

「日本の伝統・文化」開設校に対する

外部講師等派遣 →  

 

２ カリキュラム開
発事業 

 総合的な学習の時間におけるカリキュラ

ム開発 →  

３ モデル地域事業 

 モデル地域として都内６地域を指定し、

域内の研究指定校を中心として小・中学

校における日本の伝統・文化理解教育の

推進、成果の普及・啓発 →  

４ 教員研修事業 教員対象の研修を実施（８月～１１月） 

５ 普及・啓発事業 

日本の伝統・文化理解教育プログラムの作成及び都内公立学校全教員への配布 
児童・生徒が国際交流を行う際に使う教材「世界に伝えたい日本の伝統・文化」（リ
ーフレット）の作成          →  
日本の伝統・文化実践発表会の開催 

 

Ｂ 

Ｃ

Ｂ 

Ａ 

         都立高校における実施状況 

教育課程上の位置付け 校 数

学校設定教科・科目「日本の伝統・文

化」で実施している学校 
２６校

学校設定教科・科目以外（音楽、体育

等）で実施している学校 
２８校

総合的な学習の時間で実施している

学校 
３５校

特別活動で実施している学校 １５校

その他（部活動等）で実施している学

校 
７９校

                

Ａ

カリキュラム等の開発 

日本の伝統・文化カリキュラム（委員７名）（小・中学校向け）      完成予定２０年１２月 
日本の伝統・文化理解教育プログラム（委員９名）（全校種向け）     完成予定２１年 ２月 
国際交流のための教材「世界に伝えたい日本の伝統・文化」（全校種向け） 完成予定２０年 ５月 

    推進モデル地域（区・市） 

地域（教育委員会名） 研究指定校 

杉並区教育委員会 ３校（小２校・中１校） 

板橋区教育委員会 ４校（小３校・中１校） 

荒川区教育委員会 ３校（小２校・中１校） 

八王子市教育委員会 ５校（小３校・中２校） 

武蔵村山市教育委員会 ４校（小３校・中１校） 

あきる野市教育委員会 ８校（小７校・中１校） 

         計 ２７校（小２０校・中７校） 

Ｃ 


